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ケムニッツの労働者運動とドイツ機械製造エカソパ ニー（１８６３－６７年）（山井）　７９

問題の設定

　１８６０／７０年代における「プ ロレタリア的民主主義のフルソヨ ア的民主主義か

らの分離」（Ｇ．マイヤー）は，近代ドイツ 史上の一分水嶺を成す。それまで自

由主義の民主主義翼と密接に結ぴついていた労働者運動はいまやこれと分離し ，

自由主義と杜会民主主義は以後それそれ別個の道を歩むことにな った。このう

ち自由主義は大衆的基盤を充分に確保しえず，保守トイソの陰にうずもれてい

く。 これにかわって杜会民主主義か「かつてのフルノヨ ア的急進主義の事業の

継承者」（Ｅ ．ベルソシ ュタイソ）となり ，やがて巨大な組織力を有する一大勢力

に発展した。もっとも帝政トイソの階級杜会のなかて杜会民主主義はつねにア

ウトサイダー にとどまり ，「祖国なき輩」としての差別待遇を強いられた 。

１９１９年の「ウァイマール連合」は，杜会民主主義一自由主義　民主主義の政党
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　１）
連立による政権をドイツで初めて実現したが，しかしそれも短命に終わる 。

　このような意味を持つトイソ 史上の「分水嶺」のなかで，　般の労働者はと

のような行動をとっ たのだろうか。一個の事例を通じてこの点を検討すること

が本稿の課題である。事例にとりあげるのはザクセン最大の工業都市ケムニッ

ツの労働者運動であり ，とくにこの都市の機械工業労働者によっ て設立された

生産協同組合が考察の中心におかれる 。シ ュルツェとラサールの論戦によっ て

上の「分離」の過程の焦点の一つを成した生産協同組合の問題は，労働者の実

践のレベルではどのように展開したのだろうか 。

　すでにわれわれは，ケムニッソの機械工業労働者の経済的 ・杜会的状態につ

　　　　　　　　　　２）
いての分析を行っている。以下では彼らをとりまく政治的環境，そして彼ら自

身の積み重ねてきた運動 ・政治的経験の検討がなされるであろう 。そしてこれ

を踏まえてケムニッツ機械製造工による生産協同組合の分析が行われる。ただ

しこれらの検討においてわれわれは，ケムニッツのみに視野を限らず，むしろ

ドイツ全体の状況のうちにケムニッツの経験を位置づげることに努めたい。こ

　　　　　　　　　　　　　　　　（７１３）
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れによっ て「事例」の「事例」としての限界を，幾分なりとも克服しうるであ

ろう 。

　　１）　Ｖｇ１Ｊ　Ｋｏｃｋａ，Ｄ１ｅ　Ｔｒｅｍｕｎｇ　ｖｏｎ　ｂｕｒｇｅｒ１１ｃｈｅｒ　ｕｎｄ　ｐｒｏ１ｅｔａｒ１ｓｃｈｅｒ　Ｄｅｍｏｋｒａｔ１ｅ

　　　ｉｍ　ｅｕｒｏｐ註ｉｓｃｈｅｎ　Ｖｅｒ
ｇ１ｅｉｃｈ， ｉｎ： Ｄｅｒｓ．（Ｈｇ ．） ，Ｅｕｒｏｐ乞ｉｓｃｈｅ　Ａｒｂｅｉｔｅｒｂｅｗｅｇｍｇｅｎ

　　　ｍ１９Ｊａｈｒｈｕｎｄｅｒｔ，Ｇｏｔｔｍｇｅｎ１９８３，Ｓ５ｆ ，Ｈ －Ｕ　Ｗｅｈ１ｅｒ，Ｎａｃｈｗｏｒｔ，ｍ　Ｇ

　　　Ｍａｙｅｒ，Ｒａｄ１ｋａ１１ｓｍｕｓ，Ｓｏｚ１ａ１１ｓｍｕｓ　ｕｎｄ　ｂｕｒ
ｇｅｒ１１ｃｈｅ　Ｄｅｍｏｋｒａｔ１ｅ，Ｆｒａｎｋｆｕｒｔ　ａ　Ｍ

　　　１９６９，Ｓ．１９３；Ｈ ．一Ｕ． ヴェーラー『ドイツ 帝国　１８７１－１９１８年』（大野英二 ・肥前

　　　栄一訳）未来杜，１９８３年，１３３－１３７頁

　　２）拙稿「産業革命期におけるケムニッツ 機械工業の発展と労働老の状態」『立命

　　　館経済学』３９－５（１９９０）。 本稿はこの論文の続編を成す 。

Ｉ． 革命後の労働者運動と地域的特質一概観一

　１　革命後の労働者組織

　１８４８／４９年の革命から１８６０年代における労働者運動の復活の時期にかけて ，

労働者の運動がどのような状態にあ ったか。まずドイツ全体について概観して

おこう 。

　この時期，ドイツにおける最も代表的な労働者の組織形態は，各地の労働者

協会ないし労働者教育協会（Ａ
ｒｂｅ１ｔｅｒ・ｅ・ｅ１ｎ，一ｂｌ１ｄｍｇｓ・ｅ・ｅｍ，一ｆｏ・ｔｂ１１ｄｕｎｇｓｖｅ・ｅｍ，以

　　　　　　　　　　　１）
下たんに労働者協会とよぶ）である。オ ッファーマソの調査によれぼ，１８４８年か

ら１８５０／５２年の時期にドイツ 全体で３３５地区に労働者協会が存在し ，また１８６０－

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　２）
６４年には２１８地区に２２５の労働者協会が存在した。後者のうち１８４０年代ないし革

命期から存続するものは１６ないし１９にすぎず，大半（１７５ないし１７８）の労働者

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　３、
協会は１８６０年代に入ってから設立されたものである 。

　革命期の労働者協会は，革命の敗北によっ て一旦ほぽ壊滅状態に陥った。労

働者の組織活動が再び活性化するのは１８５０年代の末，ドイツ諸邦で自由主義的

な政策転換が行われる「新時代」の到来以降のことてある。労働者運動にとっ

ては，特に結杜法 ・出版法の執行がゆるやかにな ったことが重要な意味をもっ

　　　　　　　　　　　　　　　　　（７１４）



　　　ケムニッツの労働者運動とドイツ 機械製造エカノパニー（１８６３－６７年）（山井）　８１

た。 とりわけ１８６２年から６４年は労働者協会設立のブームにあたり ，上の２２５の

労働者協会のうち１８６２年には３１ないし３３，６３年には７１ないし７２，６４年には４４か

　　　　　　４）
設立されている 。

　ただし革命期と１８６０年代の労働者運動が全く断絶していたわけではない。若

干とはいえ革命期以来の組織が存在することは上に指摘した。さらに１８６０－６４

年に労働者協会の存在した２１８地区の半数近く（９９＝４５．４％）では，すでに革命

期に先行者が存在している。また両時期を通じて同じ活動家の名前が組織の指

導者として玩れる例も ，多数確認されている。二つの時期をむすぶ連続性につ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　５）
いて，われわれは後にさらに言及するであろう 。

　さて１８６０→４年における労働老協会所在地の分布を示せぼ，第１図のようで

ある。最も多くの労働老協会を擁したのはプ ロイセソ（４２地区）であり ，ハ

ノーファー（３９），バー デ１■（３６）がこれに次ぐ。それ以外ではヘッセソ（２９） ，

バイエル１■（１６），ヴ ユルテノベルク（１５），ザクセノ（１４），テ ユーリンゲソ諸

邦（１１），シ ュレスヴ ィヒ ・ホルシ ュタイソ（９），オルデ ソブルク（５），ハ１■

　　　　　　　　　　　　６）
ザ諸都市（２）とな っている。以下これらのいくつかについて，それぞれの地

域的特質に留意しつつ，三月革命期以来の労働者運動の展開を追うことにしよ
７）

う。

　２　各地の労働者運動

　（１）西南ドイツ

　ウユ ルテノヘルク ・ハーテノという西南トイソの二つの邦については，自由

主義 ・民主主義的名望家層との密接な協力関係，労働者運動の改良主義的性格

かしはしは指摘されている。例えはＤ　トーウェ は， 「自由民主主義的な特徴を

もち，自由主義的 ・民主主義的な市民層と共同する労働者運動の牙城」とウユ

　　　　　　　　　　　　８）
ルテソベルクを特徴づける。実際革命期のヴ ユルテソベルクでは，人民党

（Ｖ・１ｋ・ｐ・・ｔ・１）と労働者友愛会との間にいわは「政治的民主主義」と「杜会的民

主主義」との分業関係か成立しており ，Ｆハルサー によれは，「労働者の状態

の杜会経済的改良と ，そして同時に労働者の『倫理的 ・道徳的教育』が，ヴ ユ

　　　　　　　　　　　　　　　　（７１５）
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　９）
ルテ１／ベルクにおける労働者友愛会の最も重要な目的とな った」 。

　１８６２年以降，ヴ ユルテンベルクでも労働者協会が多数結成されるが，この際

も自由主義者 ・民主主義者との結合は維持された。！ユ ルソェ・テリソチ ュの

自由主義的協同組合運動は，ここで広汎な共鳴を得ている 。一方１８６９年にいた

るまで，ラサール派の労働者協会はヴ ユルテソベルクに一つも存在しなかった 。

またアイゼナハ派：ＳＤＡＰ（ｒ杜会民主労働者党」）は１８７０年代初めにようやくこ

の地に地歩を得たが，その結果ヴ ユルテンベルクの「改良主義的」伝統が党内

に持ち込まれることになる 。

　バーデ ソでは１８４９年５月の蜂起によっ て， 革命下のドイツで誰一の共和制政

府が成立した。流血の事態にいたることなく革命が終息したヴ ユルテノベルク

と異なり ，ここては反動と革命との軍事的衝突か革命の幕を閉 １じた。同年７月

の革命政府の倒壊は，バー デソのみならずドイツ三月革命全体の最終的な敗北

を告げるものである 。

　革命期のバー デソの労働者協会については，これに関する資料が組織自体と

ともに１８４９年春の闘争の犠牲とな ったため，ほとんど不明である。この頃から

ドイツ 各地で支配的になる共済金庫を拠点とする労働考の活動も ，当局の徹底

的な弾圧のためにバ ーデ ：■では展開しえなかった。にもかかわらず，革命期に

労働者組織の存在した地区の半数以上で，１８６０年代に再び労働者協会が成立し

ている（１０のうち６）。

　少なくとも１８６０年代のハーテ：■は，ウユ ルテ■ヘノレク同様自由主義的な労働

者協会運動の典型的な地域であ った。この時期に多数成立した労働者教育協会

は， ほとんど例外なく自由主義的名望家 ・知識人層のイニシアティブによるも

のである。バ ーデ ンでは１８５０年代後半に，プ ロテスタントおよびカトリックの

職人協会が多数成立しており ，これを切り崩すことが労働者協会設立の一つの

目的であ った。多くの労働者協会は，機会あることに「自由主義的」なハーテ

ソ大公家への信頼を表明している。シ ュルツェ の協同組合運動はここでも成功

を収めた。一方杜会主義的労働者運動は，１８６０年代末にいたっても労働老協会

を組織上の拠点とすることができなか った 。

　　　　　　　　　　　　　　　　（７１７）



　８４　　　　　　　　　　　立命館経済学（第４０巻 ・第５号）

　以上のような西南ドイツの労働老運動の「改良主義的」性格の背景として ，

この地域における工業発展の後進性，それに応じた階級分化 ・階級対立の未成

熟をわれわれは指摘しうるだろう 。繊維 ・金属工業を主要部門とするこの地域

の工業は，いくつかの中心地を持ぢつつも広く分散していた。都市および農村

に散在する工業て働く労働者のほとんとは，小地片を持つ「労働者農夫」てあ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　１Ｏ）
り， 彼らの径済的地位は小農 ・小手工業者と大差ない。杜会主義的，あるいは

階級としての労働者の運動に応じる心理的基盤は，彼らの間にほとんと存在し

なかったのである 。

　（２）バイェルソ

　南ドイツのもう一つの邦バイエルソでも ，状況は基本的に同様である。三月

革命期にバイエルンの労働者は，労働者協会が政治に関わらぬよう初めから心

かけていた。もっとも組織自体とは別に，労働者は政治的には民主主義者と密

接に協力している。労働者組織の弾圧は，バイエルソではほぽ完全に成功した 。

共済金庫 ・杜交団体の形で労働者協会の活動を部分的に継続しようとするいく

つかの試みも ，遅くとも１８５３年末には消え去った 。

　１８６１／６２年以降，左翼自由主義およぴ民主主義的名望家 ・知識人層の指導下

でバイエル１■各地に労働者協会が成立した。労働老協会のメンバー は， とりわ

け南ドイツでは手工業職人 ・小親方が圧倒的であり ，不熟練の工場労働者はわ

ずかにすぎない。他の多くのドイツ諸邦同様，バイエルソでも労働者協会に先

立っ て体操 ・射撃協会の運動が展開していた。ただし，例えば後述するヘッセ

１■のマイソガウで見られるような両者のあいだの直接の組織的 ・人的な結びつ

きは，ここでは知られていない。バイエル１の労働者のあいだでは，とくに営

業の自由の導入が中心的な要求とな っていた。バイエルンではなお結婚に厳格

な法的規制かなされており ，営業の自由の実現は経済的独立のみならず，さら

にこれを条件とする結婚をも可能にするはずであ った。１８６２年４月の営業令に

よっ ても ，ハイエルノではソノフト的営業規制かなお完全には廃棄されなか っ

た。 この結果，営業の自由の要求において，進歩的な手工業親方 ・企業家と労

　　　　　　　　　　　　　　　　（７１８）
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働老の利害カミー致し，これが階級問の緊張を和らげることにたる。労働老は革

命期以来，議会に対する詰願という「議会主義的」な方法を要求実現の手段と

して好んでとっ た。

　ハイエルノ進歩党左翼との関係に基つくニュ ル：■ヘルク ・ラノスフート ・ミ

ュノヒェノの政治的傾向を別にすれは，ハイエルノの労働者協会は　般にあら

ゆる政治活動から遠ざかっていた。１８６２年１１月に ニュ ルノベルクで開かれたバ

イエルソ労働者会議は，ベルリノ ・ライプツィヒを中心とする北ドイツの「会

議運動」一これについては後に述べる一に対抗するものとして企図された。後

者が労働老独自の運動の実現をめざし，また政治活動への関与をも視野に入れ

ていたのに対し，前者は自由主義者と共同しつつ，杜会 ・経済問題に集中しよ

うとした。「教育は自由にする」というパイエルソ労働者会議の決議の一句は ，

労働者教育１協会の自由主義的イデオ ロギーをそのまま表現するものである。ニ

ュルソベルク ・フユ ルト ，そしてプファルツ地方を例外として，杜会主義的労

働老運動はバイエルソでは労働者協会に拠点をもつことができなか った 。

　（３）ヘツセソ

　中部ドイツのヘッセンでは，ライ１／・マイソ地方（マインガウ）を中心に活発

な労働者運動が展開した。特にフラソクフルト周辺では，すでに三月革命以前

から急進民主主義的，杜会主義 ・共産主義的ア！テー！ヨ：／か労働者のあいだ

で展開されていた。ラインラソト ・ハノーファーと並んで，ライノ・マイソ地

方は「共産主義者同盟」か労働者協会に強い影響力をもっ たもう一つの地域て

ある。革命期の労働老協会は政治的な色彩を強く帯ぴ，民主主義者の諸団体と

密接な関係をもっ た。

　革命期に労働考協会が存在したマイソガウの６つの都市一これらはすべて

「労働者友愛会」に加わっていた一のすべてにおいて，１８６０年以降再び労働者

協会か成立した。また革命期に活躍した小フル急進民主主義者は，１８６０年代の

労働者運動においてもふたたぴ主導的な役割をはたした。彼らの周囲に結集し

たフランクフルトの急進的な手工業職人層は，体操協会 ・合唱協会等の諸団体

　　　　　　　　　　　　　　　　（７１９）
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を通じて反動期にも活動を続けていた。革命後の反動期には市参事会か労働者

協会の弾圧を行ったが，自由な帝国都市 フラ：■クフルトは，民主主義者の地下

活動にとっ てほとんど理想的な場所とな っていた。さらに中小諸邦の集合体で

あるヘッセンでは戦術的中心地の移動が容易であり ，各邦の境を越えて彼らの

運動を取り締まるべき中央権力は存在しなかった 。

　こうして１８６０年代の労働者運動においても ，フラソクフルトはその中心地の

一つとな った。ただしフラノクフルトの急進民主主義クループか，この地方の

労働者運動全体を支配しえたわけではない。１８６２年４月 ，プ ロイセノ主導下の

トイソ 統一を唱道する自由主義者の組織，国民協会（Ｎａｔ１ｏｎ・１・ｅ・ｅｍ）は，口：／

ドソの万国博覧会に１２人の労働者を派遣することを決定し，そのための募金を

訴えるアピールを全国に発した。このアピールをめぐっ て各地で労働者の集会

が開かれ，まもなく全ドイツ労働者会議の開催が議論の焦点とな った。１８６２年

５月にフランクフルトで開かれたマインガウ地方の労働者会議は，このいわゆ

る「会議運動」の端緒に属する。ここでは国民協会の募金活動を全ドイツ 的な

行動とすることが確認された。しかし集会を召集したフラソクフルト労働者協

会自身は，国民協会の親プ ロイセソ的傾向に対する反感から，また自由主義的

名望家層によっ て労働者独自の運動がからめとられることを嫌って，募金活動

に参加しないことを決議した 。

　さらにフラノクフルト市内においてさえ，労働者教育協会の会長 シュ ヴァイ

ソァー（Ｊ　Ｂ　ｖ　Ｓｃｈｗｅ１ｔ・ｅ・）一後のＡＤＡＶ（ｒ全トィソ 労働者協会」）党首一らを

中心とする急進派は実は少数派にととまっ ていた。協会の反資本主義的 ・杜会

主義的傾向が明確になるにつれ，その成員数は急速に減少する 。１８６２年８月の

シュ ヴァイツァーの逮捕とともに，フランクフルトの急進的指導者はマインガ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
１１）

ウの労働者運動から離れ，ノ：／子マノ（Ｌ　Ｓｏｍ・ｍ・ｍ）ら穏健民主主義者かこ

の地方の運動を完全に掌握した。彼らは教育を目的とする労働者教育協会の形

に労働者運動を限定し，独立した政治運動にそれが発展することを阻止しよう

とした 。

（７２０）
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　（４）　一ヒドイッ

　ハノーファー オルデ ソベルク ，シ ュレスヴィヒ ・ホルシ ュタイソという北

トイソの三つの地域では，労働者協会は　般に政治活動から離れ，教育およぴ共

済活動に専念した。西南ドイツに比べればやや政治的性格が強いとしても ，そ

れは程度の問題でしかない。これらの地域は工業化の進展が遅く ，１８６０年代に

いたってもなお農業的な性格か支配的であ った。この結果尖鋭な階級対立の欠

如していたことが，労働者組織の穏健な性格の背景を成すと言えるだろう 。以

下ハノーファーを中心にこの地域の労働者運動の展開過程を追うことにしよう 。

　１８４９年１０月に「北ドイツ労働者連合」が結成されると ，北ドイツのほとんど

の労働者協会がこれに加入した。「ドイツ 労働者友愛会」中央委員会の支援を

意図して結成されたこの地域連合の内部では，１８５１年初め以降，特にハノーフ

ァー（市）労働者協会に結集する共産主義者 ・杜会主義老か影響力を強めた 。

ただし国全体として見れぼ，農業的なハノーファー王国において，彼らは結局

確たる地歩を占めずに終わる。むしろ当局の規制のもとで，労働老組織はすべ

ての政治活動から完全に離れてい った。この結果，また比較的ゆるやかな結杜

法にもよっ て，ハノーファーの多くの労働老協会は反動期を生き延びることが

できた。１８５６－６４年に存在した４０の労働者協会の４分の１が，すでに１８５０年ま

てに結成されたものてある。また１８６０－６４年に労働者協会の存在した地区の

５３．８％が革命期に先行者を持ち，「ドイツ労働者友愛会」に属する組織に限 っ

てみれぼ，その比率は４分の３に達する 。

　すでに指摘したように，１８６０年代にいたってもハノーファーはなお圧倒的に

農業的な地域であ った。雇用労働者１０人をこえる「工場」は少数にすぎず，繊

維工業においてさえ機械の導入はわずかであ った。非農業労働者の７０％を占め

る手工業は，営業の自由 ・移動の自由の制限を伴う保守的な農業 ・営業政策の

もとでハノーファー外部からの影響をほとんど受けず，また国内の工業との競

争もわずかの地域で見られるにすぎなかった。このような手工業的 ・中小経営

的な営業構造か，ハノーファーこおける労働老協会の性格をも規定する。組織

の成員の大半は，遍歴の途上工場 ・手工業経営て仕事についた手工業職人てあ

　　　　　　　　　　　　　　　　（７２１）
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った。革命後の穏健な伝統，階級対立の尖鋭化の欠如のもとで，これら協会成

員の関心は，遍歴援助等の共済活動と個人の杜会的上昇のための教育活動，そ

して法律上はすでに存在する国民としての同権の促進に限られた 。

　ハノーファー王国の労働者協会に特徴的なのは，自由主義者による政治的 ・

経済的解放運動との組織上 ・イデオ ロギー上のつながりが弱いことである 。親

方・ 企業家層の労働老協会への参加はわずかにすぎない。そもそもハノーフ

ァーこおいて，ブルジ ヨアジーの経済的地位はなおきわめて弱か った。また保

守的性格の強いこの国で，労働老協会の政治的性格に対する不信が消え去るこ

とはなか った。こうしてハノーファーの労働者協会は　般的な民衆教育の問題

に集中し，１８６２年以後も政治的な労働者運動から距離をおくことになる 。

　オルデ ソベルク ，シ ュレスヴィヒ ・ホルシ ュタイソは中農を基礎とする農業

地域で，農業の優位はさらに明確である。ただし後者では，不安定な生活を強

いられた小作農による運動（イソスト運動）も見られた。労働者協会に結集し

たのはここでも手工業職人ならびに小親方層であり ，彼らは非政治的な教育活

動に専念した。１８６５年以降 シュレスヴィヒ ・ホノレシ ュタイソはラサール派の拠

点の一つとなるが，これは労働者協会外部の現象である 。１８６０年代にドイツの

労働者運動かフルノヨ ア民主主義者からの離脱を決定的にして行く過程で，一

般にこれら北ドイツ地域の労働考協会は逆に脱政治化を強め，労働老運動自体

から離れてい った 。

　（５）プ ロイセソ

　ドイツの東西に大きくのびるプ ロイセンについて，その全体を統一的に特徴

つけうるような労働考運動の地域的特質は存在しない。純粋に政治的な労働者

協会から職業教育のみを目的とする手工業者協会まで，労働者組織の性格はき

わめて多様である。邦全体を包括する労働者組織の連合体や労働者会議は，三

月革命期にも１８６０年代にもここでは成立しなか った 。

　もっともサクセノ王国と並んてトイ川こおける工業発展の最先進地域てあ っ

たライソラントについては，労働者運動の急進的 ・政治的性格がしばしぱ指摘

　　　　　　　　　　　　　　　　（７２２）



　　　ヶムニツッの労働老運動とドイツ 機械製造エカソパニー（１８６３－６７年）（山井）　
８９

されている。三月革命期にプ ロイセノに存在した６４の労働者協会のうち
，３７

（５７．８％）がライノ州に集中していた。当時ドイツ最大のケルソ労働者協会が ，

「共産主義者同盟」のトイ川こおける最大の拠点であったことはよく知られて

いる。ゾーリノゲン，エルバーフェ ルト ・バルメン，デ ュッセルドルフの「同

盟」圭部は「同盟」自体の解散後も地下活動を続け，反動期を生き延びた 。

１８６３年にラサールがＡＤＡＶの設立にのりだしたとき，かつての「同盟」成員

ならぴにその支持者か彼の主張を支持した。こうして１８６０年代にライノラノト

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　１２）
は， フルソヨ ァ自由主義者と初めから敵対したＡＤＡＶの牙城となる ・

　ただし邦全体として見れば，１８７０／７１年の普仏戦争まで，プ ロイセソでは自

由主義諸政党，特に進歩党の影響が強か った。ようやく１８７０年代に入ってベル

リ■（杜会民主主義者か地歩を得ることに成功したものの，とくに東部諸州で
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　１３）
は自由主義的な諸団体か労働者協会に決定的な影響を及ほしていた 。

　首都ベルザ／については，１８６０年代初めの「会議運動」との関連で立ち入 っ

て論じておく必要がある。この時期ベルリ／の労働者運動を率いたのは，車両

工場の塗装エアイヒラー（Ｃ　Ｅ１ｃｈ１ｅ・）である。先にふれた国民協会による ロノ

ドソヘの労働老派遣プラソによっ て彼はイギリスに渡り ，とくに ロッ チデール

の織布工協同組合を訪ねて強い感銘を受けている。ベルリ川こ戻っ た彼は，イ

キリス 的・ 非政治的な労働者運動，ただし自由主義的名望家層からは独立した

労働者運動を組織しようとした。営業の自由と移動の自由，協同組合および廃

疾金庫の設立，そしてこれらの目的を実現するための最も有効な手段としての

全ドイツ 労働者会議の開催。１８６２年８月以降開かれたいくつかの労働者集会で

アイヒラー はこのようなプ ログラム を示し，ベルリンの労働者の支持を得た 。

全ドイソ 労働者会議は同年１１月にライプツィヒで開催されることとなり ，その

準備のために，アイヒラー を委員長とする中央委員会がベノレリ川こ設置された 。

こうしてベルリソは会議運動の中心とな ったのである 。

　アイヒラーの功績は，かつて三月革命期にとられた公開労働者集会という組

織手段をドイツの労働者のうちに甦らせたことにある。先に見たマイノガウの

運動が地域内にとどまっ たのに対し，ベルリソの提起にはライプツィヒ ・シ ュ

　　　　　　　　　　　　　　　　　（７２３）
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トゥットガルトなど各地の労働者が続いた。１８６２年夏以降，ドイツ 各地で公開

労働者集会が開催される。われわれはこのような運動の背後に，労働者（教

育）協会という組織形態に対する労働者の不満のあったことを知っておかねば

ならない 。

　労働者協会には，労働老のみならず，小ブル ・インテリ層，さらには企業家

も加わっていた。むしろ１８６０年代に成立した労働者協会のほとんどすべては ，

これら自由主義的名望家層のイニシアティヴによっ て成立したと言 ってよい 。

彼らは労働者を，教育によっ てやがて「市民」に上昇すべき存在と考え，いわ

はｒ第四身分」の存在を否定した。これら労働者協会の連合体ＶＤＡＶの第一

回大会（１８６３年）で，ある代議員は，「独立の市民（Ｓｔ・・ｔ・ｂｕ・ｇ・・）」となること

が目的であり ，他の諸身分から分離した「労働者身分」を維持したり形成した
　　　　　　　　　　　　　　１４）
りしてはならない，と述べている。これに対して会議運動の推進者たちは，す

べての労働者が参加しうる公開労働者集会こそが労働者に真の意見表明の可能

性を与える，と考えた。労働者協会がいわぼ労働者貴族の形成を促進するのに

対し，労働者集会で選出された代表から成る労働者会議こそが労働者身分全体

を代表しうる。ｒ労働者集会が階級意識を促進したのに対し，労働者協会はし
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　１５）
ばしばこれをもみ消した」（ナアマン）のである。もっともわれわれは，この労

働者協会，あるいはその連合体が，やがて労働者の階級組織に発展する可能性

をも見逃してはならないだろう 。

　これに対して自由主義者的名望家層は当然なから労働者会議に反対し，ある

いは各地の労働者協会の代表者会議という形でのみその開催を認めようとした 。

とくに１８６２年秋にはいわゆる憲法紛争か決定的な局面を迎えており ，左翼自由

主義者の組織てあるトイソ進歩党は，保守派に対抗する進歩的勢力の隊列を乱
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　１６）
すものとして労働考の運動の独立を阻止しようとした 。

　もとよりこのような反対によっ て労働者の運動が止んだわけではない。ただ

しアイヒラー個人について言えば，ビスマルク政府のスパイであるとの嫌疑が

かけられ　実際遅くとも１８６２年１２月以降，彼は警察のスパイとして働いた一
　　　　　　　　　　　１７）
同年秋に運動から脱落した。１８６２年１１月 ，２，Ｏ００人が参加したベルリ１／の労働

　　　　　　　　　　　　　　　　（７２４）
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者集会は，労働考会議の開催を翌年に延期し，また会議の準備を開催地である

ザクセソのライプツィヒに委ねることを決定した。これによっ て会議運動の中

心は，ベルリソからライプツィヒに移ることにな ったのである 。

　（６）ザクセソ

　革命期においても１８６０年代においても ，ザクセソはドイツにおける労働考運

動の中心地の一つであ った。１８４８年から１８５０年にかけては「全ドイツ 労働者友

愛会」の中央委員会が，また１８６２／６３年にはドイツ労働者会議召集のための中

央委員会が，いずれもライプツィヒにおかれている。もっともこの二つの時期

の間に，直接の組織上の連続１生は存在しない。１８６０－６４年に存在した労働者協

会１４は，すべて１８６０年に入ってから結成されたものである。革命期の労働考組

織は，他の諸邦同様１８５３年までには解体された。体操 ・合唱協会も厳格な監視

下におかれ，労働者がこれに加わる可能性はほとんど閉ざされていた。政治的

色彩をもつ組織に加わる可能性を労働者に一定程度与えたのは，既存の宗派に

対抗して現れた自由信仰団体である 。フロ テスタノトの運動か当局の弾圧下て

ほとんど解体したのに対し，特にザクセソのドイツ ・カトリック運動は反動期

を生き延ぴ，これに加わる労働者に民主主義の精神を伝えた。ライプソィヒに
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　１８）
おける会議運動の指導者のなかには，ここで活躍した労働考が見られる 。

　１８６３年以降，ラサール派およぴへ一ヘル指導下のＶＤＡＶの活発な活動によ

り， ザクセ川こは多数の労働者協会が成立した。ただしこれら労働者協会の大

半はＶＤＡＶの傘下に入り ，ＡＤＡＶはザクセソでは少数派にすぎなか った ・

　般にＶＤＡＶはマイノ河以南およぴサクセ刈こ拠点を持ち，ＡＤＡＶは特に

　　　　　　　　　　　　　　　　　１９）
プロイセソで組織上の成功を収めている。政治的には，ザクセソの労働者協会

の多くは初めから自由　民主主義的国民統一運動の左翼の立場をとっ ていた 。

民主主義者の指導下で労働者協会は政治的色彩を強め，進歩党と対立して普通

選挙権の導入を求めた。ただし後に検討するケムニッツの労働者協会は ，１８６８

年にＶＤＡＶが左右に分裂したとき，右派少数派に従ってＶＤＡＶを脱退して

いる。一方ＡＤＡＶは，未組織の労働老およぴ若干の労働者協会内部の反対派

　　　　　　　　　　　　　　　　（７２５）
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の間で支持を得た。ザクセソの労働者運動は，ドイツで最も良く組織されたも

のとな った 。

　１８６２年１１月 ，先に見たベルリン労働者集会の決定を受けて，全ドイツ 労働者

会議召集のための中央委員会がライプツィヒに設置された。ライプツィヒの労

働者，特に中央委員会内部の急進的な多数派は，政治的にはブルジ ョア的解放

運動の最左翼に労働者運動は立つべきだと考えていた。この立場から，労働者

に選挙権を認めようとしない進歩党の態度が批判された。またシ ュルツェ・ デ

リッ チュ の協同組合も ，労働者には無益なものと考えられた。「自助は普通選

挙権を通してのみ可能である。」中央委員会の委員長 ファールタイヒ（Ｊ

Ｖ・ｈｌｔ・１・ｈ）はこう述へている。憲法紛争の緊迫した情勢のもとで，反動に対し

て進歩党と共同する必要自体は認められていたものの，ベルリソとは異なり ，

政治的に独立した労働者運動への道がこうして踏み出されたのである 。

　もっとも全体として見れぼ，ザクセンの内外を問わず会議運動に対する自由

主義者の干渉は効をおさめ，ライフソィヒ 中央委員会は労働者内部て孤立して

いっ た。 会議運動の思義　目的は，労働者の間て充分に理解されなか った。自

由主義系の諸新聞は，労働者会議に代表を派遣せぬよう ，むしろ各地で労働者

協会を設立するようくりかえし口乎びかげた。特に南 ・西南ドイツでは，遅くと

も１８６３年２月末までに当初の会議のプラノは挫折し，労働者協会代表による労

働者会議を開くための予備会議の開催のみか議論の対象とな っていた。結局中

央委員会は全ドイツ労働者会議の計画を放棄し，この間急速に接近したラサ ー

ルの影響のもとで，全ドイツ的な労働考政党の結成をあらためて提起する 。こ

うして１８６３年５月にＡＤＡＶが，またこれに対抗して同年６月 ，自由主義 ・民

主主義的名望家層の主導下にＶＤＡＶか結成されたのてある 。

　以上われわれは革命後の各地の労働者運動の展開を追い，特に１８６０年代初め

における労働者運動成立の過程を簡単に描いた。ここでドイツ全体の状況をま

とめて見れば，ヴ ユルテノベルク ，バー デソ，ハノーファー のように政治活動

から離れた労働者組織の支配的な地域が，１８６０年代には優位を占めた。階級運

　　　　　　　　　　　　　　　　（７２６）



　　　 ケムニッツの労働者運動とドイツ 機械製造エカソパニー（１８６３－６７年）（山井）　９３

動としての労働者の組織活動を全トイソ 的規模て展開しようというライフソィ

ヒ中央委員会のもくろみは，労働者大衆の意識状態を顧慮した場合，幻想的て

あっ たとさえ言える。政治行動を含む独立した労働者運動が第一歩を踏み出し

たことは確かであるにせよ ，全体のなかで見れぼそれはなお労働者のわずかな

部分をとらえたにすぎなか った 。

　そもそも労働者組織に加わった労働者自体が，全体の小部分を成すにすぎな

い。１８６３年のＶＤＡＶ第一回大会に代表を送った各地の組織の成員数はあわせ

て１７，５８０人，ＡＤＡＶの成員数は１８６４年９月の時点で３，５００人であ った。また

ラサール派とアイゼナハ派のいわゆるゴータ合同の時点で，新党ＳＡＰＤ（ｒド

イツ 杜会主義労働者党」）の成員数は２４，４４３人である 。１８６０／７０年代におけるドイ

ソの労働者数について信頼しうる数値は存在しないので，とりあえず後の全国

統計によっ て１８８２年の数値を見れば，工鉱業 ・建設業（手工業を含む）のみで

賃労働者は約４５０万人を数えている（農業部門への杜会民主党の進出は１８９０年代以

　　　　　　２０）
降のことである）。 労働者運動は，いわば未組織の労働者という大海に浮かぶ小

島にすぎなか った。もっとも上に見た「プ ロレタリア的民主主義のフル！ヨ ア

的民主主義からの分離」か，この時期にすでに不可逆的現象とな っていたこと ，

また以後労働者運動かトイソにおける民主主義の中心的勢力とな ったという事

実の重要性を，われわれは忘れてはならない 。

　それでは以上検討したような全体の状況のなかで，ケムニッツにおける革命

後の労働者運動はどのように展開したのであろうか 。

１）１８６３年のＶＤＡＶ（ｒトイノ 労働者協会連盟」）第一回大会て，労働者教育協会

　等の名称を労働者協会に統一するとの決議がなされている 。Ｂｅ台ｃｈｔｅ　ｕｂｅｒ　ｄｉｅ

　Ｖｅｒｈａｎｄ１ｕｎｇｅｎ　ｄｅｒ　Ｖｅｒｅｍｓｔａｇｅ　ｄｅｕｔｓｃｈｅｒ　Ａｒｂｅ１ｔｅｒｖｅｒｅ１ｎｅ　（＝ Ｂｅｒ１ｃ
ｈｔｅ　ｄｅｒ

ｖＤＡｖ），ＮＤ　ｈｒｓｇ．ｖｏｎ　Ｄ．Ｄｏｗｅ，Ｂ
ｅｒ１ｉｎ／Ｂｏｍ１９８０，Ｓ・３９

２）Ｔ　Ｏ丑ｅｍａｍ，Ｄ
１ｅ　ｒｅｇ１ｏｎａ１ｅ　Ａ

ｕｓ
ｂｒｅ１ｔｍｇ　ｄｅｒ　ｆｍｈｅｎ　ｄｅｕｔｓｃｈｅｎ　Ａｒｂｅ１ｔｅｒ

　ｂｅｗｅｇｕｎｇ１８４８／４９－１８６０／６４，ｉｎ： Ｇｅｓｃｈｉｃｈｔｅ　ｍｄ　Ｇｅｓｅｌ１ｓｃｈａｆｔ（・ＧＧ）１３（１９８７）
・

　Ｓ．４２７ｆ

３）Ｔ　Ｏ丑ｅｍａｍ，Ａ
ｒｂｅ１ｔｅｒｂｅｗｅｇｍｇ　ｕｎｄ　ｌ１ｂｅｒａ１ｅｓ　Ｂｕｒｇｅｒｔｕｍ　ｍ　Ｄｅｕｔｓｃｈ１ａｎｄ

　１８５０－１８６３，Ｂｏｍ１９７９，Ｓ５１５ｆｆ（Ａｎｌａｇｅ　Ｉノより計算。なお労働者協会と同様の

　　　　　　　　　　　　　　（７２７）
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　　活動を行い，あるいは労働者協会の地域連合形成の動きに加わった手工業者協

　　会 ・職人協会などの組織も ，上の数に含まれている。また設立年は推定を含む 。

　　「１６ないし１９」など，われわれのあげる数値に一定の幅があるのは，設立年を一

　　つに特定しえない場合があることによる 。

　４）Ｅｂｄ

　５）Ｏｆｆｅｍａｍ，Ａｕｓｂｒｅ１ｔｕｎｇ，Ｓ４２８ｒ連続性」の問題について ，Ｏｆｆｅｍａｍ ，

　　Ａｒｂ
ｅｉｔｅｒｂｅｗｅｇｕｎｇ，Ｓ．１３－１５，３５－３９を参照

。

　６）三月革命期の労働者協会の地域分布については，拙稿「ドイツ三月革命期の労

　　働者運動における＜アソツィアツィオ１■〉」『土地制度史学』１２３（１９８９），６頁

　　（第１表），およぴＦ　Ｂａ１ｓｅｒ，Ｓｏｚ１ａ１－Ｄｅｍｏｋｒａｔ１ｅ１８４８／４９－１８６３Ｄ
１ｅ　ｅｒｓｔｅ　ｄｅｕｔ

　　 ｓｃ
ｈｅ Ａｒｂｅ１ｔｅｒｏｒｇａｎ１ｓａｔ１ｏｎ

‘‘

Ａｌｌｇｅｍｅｍｅｄｅｕｔｓｃｈｅ Ａｒｂｅｌｔｅｒｖｅｒｂｒｕｄｅｒｍｇ”ｎａｃｈｄｅｒ

　　 Ｒｅｖｏ１ｕｕｏｎ，Ｂｄ２，Ｓｔｕ廿ｇａｒｔ１９６５
２，

表紙見開きの地図を参照 。

　７）以下特に注記のない限り ，Ｏｆｆｅｒｍａｍ　Ａｕｓｂｒｅ１ｔｍｇ，Ｓ４３１丑 ，Ｄｅｒｓ　Ａｒｂｅ１ｔｅｒ

　　 ｂｅｗｅｇｕｎｇ，Ｓ８２ｆｆ ，２９５丘 ，３４５－４４９による。さらにＫ　Ｂ １ｒｋｅｒ，Ｄ
ｌｅ　ｄｅｕｔｓｃｈｅｎ

　　Ａｒｂｅｌｔｅｒｂ１ｌｄｍｇｓｖｅｒｅｍｅ１８４０－１８７０，Ｂｅｒ１ｍ１９７３，Ｋａｐ２をも参照 。

　８）Ｄ　Ｄｏｗｅ，Ｄｅｕｔｓｃｈ１ａｎｄ　Ｄａｓ　Ｒｈｅｍ１ａｎｄ　ｕｎｄ　Ｗ耐ｔｅｍｂｅｒｇ１ｍ　Ｖ
ｅｒｇ１ｅ１ｃｈ・

ｍ

　　Ｋｏｃｋａ（Ｈｇ
．），Ｓ．８８

　ｇ）　Ｂａ１ｓｅｒ，Ｂｄ．１，Ｓ．３３９ｆ

　１０）藤田幸一郎『近代ドイツ農村杜会経済史』未来杜，１９８４年，２８９頁 。

　１１）オ ヅファーマノによれは，当時の自由主義者　民主主義者は，およそ以下の５

　　つのグループに区分しうる 。

　　　　１ ．立憲自由主義者。彼らは国家の行動を法秩序の枠内に規制することを主張

　　する。邦議会による法律の承認，租税承認権，陪審裁判制，地方自治等が彼らの

　　要求である。ただし彼らは狭義の「議会政治」には反対し，憲法上の制約を加え

　　た上で国王の拒否権を認めていた 。

　　　　２． 議会制自由主義者。彼らはフラソス啓蒙主義の理念に立ち，個 々人の結合

　　によって成立する国家は，個人の権利の保証にのみその機能を限られるべきだと

　　考えた。彼らのめざす「議会制的」君主制において，君主はフラソス的な「市民

　　　の王」たるべきであ った。ただし一種のエリート意識，大衆に対する不信から ，

　　彼らは財産評価に基づく等級別選挙制を求めた。経済問題ではマソチ ェスター 派

　　　自由貿易論に立ち，政治的にはプ ロイセン主導下のドイツ統一を唱道して，国民

　　協会および各邦の進歩党のメソパーの中核を成した 。

　　　　３ ．左翼自由主義者。彼らは，議会制自由主義老とともにいわゆる進歩自由主

　　　義の一角を成す。ただし彼らは普通選挙権の導入を求め，労働者　大衆の問題 ，

　　　その組織化に積極的にとりくんだ。しかし徹底した民主主義者と異たり ，例えぼ

　　　　　　　　　　　　　　　　　（７２８）



　ヶムニッッの労働者運動とドイツ機械製造エカソパ ニー（１８６３－６７年）（山井）　９５

　プ ロイセンの左翼自由主義者は欽定憲法を支持し，共和制理念から離れている 。

　またほとんどの民主主義者と異な って，彼らは議会制自由主義者と同様中間身分

　イデオ ロギーの擁護者であり ，市民的中間層に文化 ・政治上の中１ら的な機能を託

　した。彼らはドイツ進歩党（プ ロイセソ）の左翼を成す。シ ュルツェ・デリッ チ

　ュ はこの派の代表的人物の一人である 。

　　４　穏健民主主義者。彼らは特に西南トイソの中規模諸邦に多く見られる。彼

　らのほとんどは三月革命のかつての闘士である。原則として国民主権と共和制の

　モデルを志向したが，ただし革命という手段はあくまで最後の可能性としてのみ

　考慮された。彼らは労働者を自由と統一のための闘いの重要な同志と位置づけは

　したものの，しかし同権のパートナーとは見なさず，労働者が独自の運動を展開

　することには反対した。政治的には，彼らは各邦の進歩党を支持している 。

　　５ ．革命的民主主義者。彼らは手工業者 ・労働者 ・小ブル層のなかにわずかの

　支持者を持つだげの比較的小規模なクルーフである。穏健民主主義者と異なり ，

　トイノの民主主義的改革　統一のために意識的に革命という手段を用いようとし

　た。彼らはさらに二派に分かれる。一方は国民協会左翼の急進的部分を成し ，自

　由主義者　穏健民主主義者と協調した。この派と鋭く対立して若干の「職業革命

　家」が存在する。彼らのほとんどは，ジャーナリズムの世界で不定期の仕事を得

　て暮らしていた。反動的な諸政府と並んで，資本 ・ブルジ ョアジーが彼らの主要

　な敵である 。１８６２／６３年以降展開した労働者運動のうちに，彼らは革命のための

　大衆的基盤を見た。Ｗリーフク不ヒト ，Ｆラサールはこの派の民主主義者に数

　えられる 。

　　以上の区分はただし一応の目安にすぎず，個 々の人物ないしグループを上のシ

　ェーマに従 ってすへて分類し切れるわけてはない。Ｏ丑ｅｒｍａｍ，Ａ
ｒｂｅ１ｔｅｒ

　ｂｅｗｅｇｕｎｇ，Ｓ．３０－３４

１２）Ｖｇ１．Ｄｏｗｅ，Ｓ
．８９ｆｆ．ただしＡＤＡＶが勢力を拡げたのは主としてプ ロテスタソ

　トの地域であり ，ライソ州でもカトリックの地域ではしぱしぱ助任司祭層が労働

　者の運動を指導した。ライソ州全体ではカトリックの人口が多数を占めるが，た

　だし労働者組織の拠点となる都市および工業地帯では，一般にプ ロテスタソト庄

　民の比率が高か った。また１８６０年代にライソ州の労働考協会がプ ロイセン全体の

　うちに占める比重は，革命期とくらべて大幅に低下している（４２のうち７＝

　１６，６％）。

１３）　Ｂ止ｋｅｒ，Ｓ．９０ｆ

１４）　Ｂ ｅｒｉｃｈｔｅ　ｄｅｒ　ＶＤＡＶ，Ｓ．９

１５）　Ｓ　Ｎａ’ａｍａｎ，Ｌ
ａｓｓａ１１ｅ，Ｈａｍｏｖｅｒ１９７０，Ｓ５４６

１６）憲法紛争について，望田幸男『近代ドイツの政治構造』ミネルヴ ァ書房，１９７２

（７２９）
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　　年 ；松本彰「プ ロイセソ憲法紛争の終結」『歴史学研究』４４５（１９７７）を参照 。

　１７）　Ｖｇ１Ｓ　Ｎａ’
ａｍａｎ　Ｄｅｒ　Ｆａ１１Ｅ ｌｃ

ｈ１ｅｒ　Ｚ皿Ｆｍｈｇｅｓｃｈ１ｃｈｔｅ　ｄｅｒ　ｄｅｕｔｓｃｈｅｎ

　　Ａｒｂｅｌｔｅｒｂｅｗｅｇｕｎｇ，ｍ　Ｉｎｔｅｍａｔ１ｏｎａ１Ｒｅｖｌｅｗ　ｏｆ　Ｓｏｃ１ａ１Ｈ１ｓｔｏｒｙ１５（１９７０），Ｓ３４７伍

　１８）　 トイソカトリソク運動は，教白至上主義的に変質した ローマカトリソクに反対

　　 し， ドイツ人をドイツ 人独自の仕方で神のもとに導くことを唱える運動として

　　１８４０年代半ぽに玩れた。啓蒙主義的色彩を強く帯び，参加老にはプ ロテスタソト

　　も多く含まれている。反動の拠点である ローマ教会に対抗する運動として，自由

　　主義者　民主主義者はこれに大きな期待を寄せた。１８４８年の時与て運動は６００００

　　人を包摂したと言われるが，結局セクトの域をこえることはできなか った。Ｔ

　　Ｎ１ｐｐｅｒｄｅｙ，Ｄｅｕｔｓｃｈｅ　Ｇｅｓｃｈ１ｃｈｔｅ１８００－１８６６，Ｍｍｃｈｅｎ１９８５，Ｓ４１２ ，Ｈ －Ｕ

　　Ｗｅｈ１ｅｒ，Ｄｅｕｔｓｃｈｅ　Ｇｅｓｅ１１ｓｃｈａｆｔｓｇｅｓｃｈ１ｃｈｔｅ，Ｂｄ２，Ｍｍｃｈｅｎ１９８７，Ｓ４７２Ｈフロ

　　 テスタントの運動については ，ＮｉｐＰｅｒ
ｄｅｙ，Ｓ．４３５；Ｗｅｈ１ｅｒ，Ｓ．４６６丘

　１９）　Ｊ　Ｋ
ｏｃ
ｋａ，Ｌｏｈｎａｒｂｅ１ｔ　ｕｎｄ　Ｋ１ａｓｓｅｎｂ１ｌｄｍｇ　Ａｒｂｅｌｔｅｒ　ｕｎｄ　Ａｒｂｅｌｔｅｒｂｅｗｅｇｕｎｇ　ｍ

　　Ｄｅｕｔｓｃｈｌａｎｄ１８００－１８７５，Ｂｅｒ１ｍ／Ｂｏｍ１９８３，ｓ１９１１８７１年３月のトイソ 帝国議

　　会選挙でラサ ール派は６２，９５２票を獲得したが，そのうち４６，３１３票がプ ロイセソの

　　ものであ った。なかでもライソラノト（１４ ，８２１），シ ュレスヴィヒ ・ホルシ ュタイ

　　 ソ（１１ ，１８２），ハノーファー（６，８０５）が多数を占める。他にラサール派が多くの

　　票を得たのはヘヅセノ（３，９７３）とハノサ諸都市（ハノフルク５０７１，フレーメ■

　　 １， ５０６，リュー ベック５４３）である。一方アイゼナハ派は３８，９７５票を得たが，うち

　　 ３１，０４３票をザクセソが占め，バイエルソ ・ブラウソシ ュヴ ァイク ・プ ロイセソが

　　それぞれ約２，５００票とな っている。ザクセ川こおけるＡＤＡＶの得票は２，２４６票に

　　すぎない。Ｆメーリ１ク『トイソ 杜会民主主義史（下）』（足利　平井　林　野

　　村訳）ミネルヴ ァ書房，１９６９年，２９８頁。ＡＤＡＶの拠点は特にハソブルク ・ラ

　　　イソラントのいくつかの都市（バルメン，エルバーフェ ルト ，ゾーリンゲソ） ，

　　そしてフランクフルトにあり ，一方ＶＤＡＶの拠点はザクセソ ，テ ユーリソゲソ ・

　　　フラソケソ（バイエルソ），そしてヴ ユルテソベルクにあ った。北ドイツの労働

　　者協会はＶＤＡＶにはほとんと加わっていない。Ｂ １ｒ
ｋｅｒ，Ｓ５６．８２

　２０）　Ｖｇ１．Ｈ．Ｚｗａｈｒ，Ｄｉｅ　ｄｅｕｔｓｃｈｅ　Ａｒｂ
ｅｉｔｅｒｂｅｗｅｇｕｎｇ　ｉｍ　Ｌａｎｄｅｒ－ｕｎｄ　Ｔｅｒｒｉｔｏｒｉｅｎ

－

　　 ｖｅｒｇ１ｅｉｃｈ１８７５，ｉｎ： ＧＧ１３（１９８７），Ｓ．４５１

（７３０）
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ｕ． ケムニッツの労働者運動

　１　革命後の諸組織と１８６０年代初めの政治状況

　革命後最初の労働者組織としてケムニッツに労働者教育協会が設立されたの

は， １８６２年１２月末のことである。この間政府当局は，労働者の組織のみならず ，

民主主義的色彩をもつすへての運動 ・組織に徹底的な弾圧を加えていた。１８６０

年代初めの時点で公認の政治組織として存在を許されたのは，政府に忠実な

「立憲選挙協会」（ＣＯｎ・ｔ１ｔｕｔ１０ｎ・１１・・ Ｗａｈ１・…ｍ）のみという状況てあ った。もっ

とも他の諸邦同様，サクセノても１８５０年代末のいわゆる「新時代」の到来とと

もに，各種の組織活動が一挙に活性化する。労働者教育協会の検討に先立って ，

われわれはまず，ケムニッツにおける革命後の組織活動全般の状況を簡単に概
　　　　　　　　　　１）
観しておくことにしよう 。

　まず反動期を生き延びた組織として，われわれは１８２９年に結成された手工業

者協会をあげることかてきる。日曜学校，技術 ・営業問題についての集会ての

議論を通じて，「商工業者のあいだにできるだげ知性を広げること」が協会の

目的であ った。１８４０年にその成員は１，０００人を数えている。協会の結成はある

弁護士の提起によるものてあ ったが，結成集会に参加した１４人のうち少なくと

も９人が手工業親方であ った。また結成から５０年の間に協会の役員とな った７８

人の顔触れを見ると ，そのうち６０人を手工業親方が占めている。手工業者協会

は手工業親方層の組織であ った。ただし彼らは少なくとも１８５０年代以降 ツ！フ

ト強制に反対し，営業の自由の導入を求めている。営業条令の改訂を一つの目

的として，ケムニヅソの手工業者協会は１８５７年９月に開かれたサクセノ営業協

会（Ｇ・ｗ・・ｂ・・…ｉｎ・）会議のイニシアティヴをとっ た。 この会議で手工業者協

会は，結成を決議された営業協会中央連盟の本部に選出されている。ただし営

業自由の問題については，古いソノフト制度の支持者から完全な営業の自由の

支持者まで，参加諸団体のあいだで意見が分かれていた。結局中央連盟の規約

　　　　　　　　　　　　　　　　（７３１）
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はサクセノ政府の認可をえられず，翌年再度会議が開かれはしたものの，営業

　　　　　　　　　　　　　　２）
協会結集の試みは失敗に終わった 。

　手工業協会の活動で最も大きな成果をおさめたのは，日曜学校（ただし開講

は日曜に限らない）である 。１８４７年にここで学んだ徒弟 ・職人の数は約１ ，１００人 ，

１８５４年には１，２９３人に及んだ。受講は無料で，授業内容には読み　書き　計算

のみならず，語学 ・簿記 ・物理 ・地理 ・歴史もが含まれていた。啓蒙主義の伝
　　　　　　　　　　　　

３）

統に従い，包括的な民衆教育か意図されていたのてある。さらに手工業者協会

は， 安価な住宅を手工業者 ・労働者に供給するための住宅建設協同組合を１８５４

年に設立し ，１８５４／５５年には，非ツ１／フト業種の労働者のための疾病金庫の設

立を提案している 。

　このように手工業者協会は本来非政治的組織ではあ ったが，しかしそれが自

由主義思想を広める一拠点とな っていた事実を看過してはならない。１８５１年に

設置された協会の前貸金庫は，革命時のアソツィアツィオソ精神の名残と見ら

れて当局の監視下におかれた。とりわけ協会の指導者であ った織布親方Ｆ ．Ｘ ．

レヴィッツァー（Ｒｅｗｉｔ・ｅ・）は，要注意人物とされた。すでに１８３０年代から彼

は自由主義者として政治活動に携わり ，１８４５年にはサクセ■邦議会議員に選出

されている。同じ年，ケムニッツにおけるドイツカトリック組織の創設におい

ても彼は主導的役割をはたした。この組織には，とりわけ政治的不満をもっ た

労働者 ・小手工業者が加わったが，ただしプ ロテスタントが住民のほとんどを

占めるケムニソソで，それが大衆に大きな影響を及ぽすことはなかった。三月

革命が勃発すると ，レヴィッツァーはフラソクフルト国民議会の代議員に選出

された。さらに彼はザクセソ下院の議長となるほか，三月政府の設置した営

業・ 労働状態検討委員会の委員長にも選はれている。また革命後も ，１８５８年９

月にゴータで開かれた「ドイツ国民経済会議」に参加し，自由貿易思想のキャ

　　　　　　　　４）
ソペー川こ加わった。これを通じてレヴィッツァー は， 国民協会およびプ ロイ

セ：／進歩党との密接な人的関係を築いている。同年の当局のスバイの報告によ

れば，レヴィッツァー はドイツカトリックの指導者であり ，「おそらくシ ュル
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　５）
ツェ・デリッ チュと協力し，北 ・中部ドイツで最も危険な人物」であ った 。

　　　　　　　　　　　　　　　　（７３２）
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　さて，「新時代」のもとでまず活発な活動を展開したのは，各地の体操 ・合

唱協会てある。ケムニヅソではすてに革命時に民主主義的な体操協会が結成さ

れ， この協会内に合唱協会が併設されていた。体操協会員は武装中隊を組織し ，

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　６）
市民軍のエリート部隊としてバリケード戦に参加した。１８５０年代末に存在した

ケムニッツの体操協会 ・合唱協会と革命期の組織との間に，何らかの連続性が

存在するかどうかは不明である 。１８５９年にドイツ 各地で開かれたシラー 祭，

１８６１年ベルリンでのドイツ体操祭には，ケムニッツの協会も参加している。こ

れらの祭典は，トイソ統一を求める革命後最初の大衆行動であ った。とりわけ

シラーの名は，当時ドイツ統一のシンボルとな っていた。シラー祭の開かれた

１１月９日と１０日 ，労働考は仕事を休んで集会に参加した。参加者の何人かは ，

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　７）
後に労働者運動で指導的役割をはたすことになる 。

　もっとも１８６０年代の初めには，トイソ各地のこれらの協会の政治問題への関

わりは，なお比較的わずかだったようである 。１８６３年に体操 ・合唱協会に対す

る警察の監視か解かれ，政治に対する　般の関心か急速にたかまっ て初めて ，

これらの組織が全国的に活動を展開するようになる 。

　次に１８６０年代初めから，すでにふれた「ドイツ国民協会」がケムニッツでも

活動を始めている。もっともザクセソでは，オーストリアを含む大ドイツ的統

一を求める声が圧倒的であり ，プ ロイセソ主導の小ドイツ的統一を求める国民
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　８）
協会は，ライプツィヒ を除けばわずかの支持を得たにすぎなかった。ケムニッ

ツでも ，周辺地域を含めた協会の成員数は１８６２年の時点で２２人にすぎない。と

くに最も有力な自由主義者たちか，協会に加わらなか った。先にふれたレウィ

ッツァー は， １８６３年に次のように述べている。「私はこれまで国民協会に加入

しなかった。それを特殊プ ロイセン的な協会と考えたからである。私はブ ロイ

　　　　　　　　　　　９）
セ１■人にはなりたくない 。」

　ただし１８６３／６４年のプ ロイセン ・デ ンマーク戦争に際して，シ ュレスヴィヒ ・

ホルシ ュタイソ両公国をデ ソマークが併合すると ，これに対する反対運動の先

頭にたった国民協会は一挙に声望を高めた。ケムニヅソでも ，例えは先のレウ

ィッツァー が１８６３年９月に協会に加入している。ただしその後ブ ロイセンがシ

　　　　　　　　　　　　　　　　（７３３）
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ユレスウィヒ併合に走り ，また憲法紛争かなおくすぶり続げるという状況のな

かで，国民協会はまもなく再び評価を落とした 。

　最後に労働者独自の組織活動は，革命後どのような状況にあったのだろうか 。

　全体として見れば，反動期を通じて彼らには政治問題に関与する手段は一切

閉ざされていたと言ってよい。おそらく日常の会話のなかでのみ，彼らは自身

の要求 ・期待を表明する機会をもちえたにすぎなかった。杜交 ・合唱 ・体操協

会が，労働者の組織 ・コミュニケーショノの場としてどの程度機能したかは知

りえない 。

　「新時代」の到来，そのもとでの結杜法のゆるやかな執行か，ケムニヅソの

労働者にも組織活動を展開する可能性を与えた。１８５９年２月に結成された「杜

交読書協会」（Ｇ…１１１ｇ・・ Ｌ・・・・…ｍ）の会長は，工場錠前工（機械仕上工）Ｃウ

ィッ ティヒ（Ｗｉｔｔｉｇ）である。彼は後にケムニッツ 労働者教育協会の会長とな

り， またいくつもの大規模な労働者集会で指導的役割を演ずる。もっとも読書

協会の成員３３人の杜会的構成は不明てあり ，従ってこの協会を「労働者の組

織」と見なしうるかどうか確言はしえない。ちなみに協会の目的は，「学術

書・ 歴史書を入手し，メ１／バーの間でこれを回覧すること」であ った 。

　１８６２年１０月に結成された「般読書協会」（Ａｌｌｇｅｍ・ｍ・・ Ｌ…ｖ…ｍ）一その目

的は啓蒙書 ・娯楽書を読むことてある一の杜会的構成については，より正確な

情報が得られる。すなわち協会の２９人のメソバーの職業は，錠前工（機械仕上

工）１１人，指物工４人，機械製造工４人，旋盤工３人，工場労働者２人，鍛冶

工２人，仕立親方１人，家屋管理人１人，職長１人であ った。われわれはこの

協会を労働者の組織と見なすことができる。とりわけ金属労働者が多数を占め

たことは，本稿の関心からして興味深い。なお協会の会長Ｇ．Ｈ．テ ッッナー

（Ｔｅｔ・ｎ・・）も工場錠前工（仕上工）てあ った 。

　以上われわれは，三月革命後のケムニッツのさまざまな組織活動を概観した 。

反動期におげる当局の追求は確かに徹底的ではあ ったが，それが労働者の活動

の芽を完全につみとっ たわけではない。とくに「新時代」の到来か，再ぴ活発

な組織活動を展開する可能性を彼らに与えた。ケムニッソ労働者教育協会は ，

　　　　　　　　　　　　　　　　（７３４）
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このような前提の上に成立したのである 。

　２　ケムニジン労働者教育協会

　１８６２年春以降展開したいわゆる「会議運動」について，われわれはすでにそ

の経過を簡単に述べた。発端とな ったのは ロノド１／万国博覧会に労働者を派遣

するという１８６２年４月の国民協会の提案であり ，これはケムニッツでも反響を

口乎んだ。同年７月初め，前述のケムニッツ手工業者協会は同市から労働者を派

遣するための募金活動を始め，広く市民の参加を訴えた。しかし集まっ た資金

は１６２ターラー（Ｔ１・．）にとどまり ，これでは２人の労働者の旅費を賄いうるに

すぎなか った。手工業者協会は市参事会に支援を求め，参事会は，協会が提案

する労働者の認可を拒否しうるという条件を付した上で，２００Ｔｌｒ・の拠出を約

束した。協会の選んだ４人の労働者は参事会の承認を得，まもなくロノド川こ

旅立った。彼らの職業は，職長（もと機械製造工），織布工，製本職人，指物職

人である。２週間の滞英の後，９月末の帰国報告の中で，職長ハバッハ（Ｆ
．Ｈ

Ｈ・ｐｐａ・ｈ）はドイツの労働者の熟練の低さ ，これに由来するケムニッソ 機械工

業の技術の遅れを指摘し，労働老相互の教育，労働考教育協会の結成によっ て

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　１０）
のみこのような状況を打開できる，と主張した 。

　１８６２年１１月 ，全ドイツ労働者会議の開催を告げ，これに代表を派遣するよう

各地の労働者に訴えるライプツィヒ 中央委員会のよびかけが，「ケムニッツ日

報」紙に掲載された。ここで中央委員会は，各地に地方委員会を設置し，公開

の講演 ・集会を通じて「祖国における諸事件〔：政治問題への関与！〕 ，およ

び労働者身分に特に関係する諸問題」について世論を喚起するよう訴えている 。

とくに営業の自由，移動の自由，アソソィアソィオ：■〔：結杜
？〕 ，老齢 ・廃

疾金庫が，論じられるべき問題としてあげられた。また労働者会議の準備が特

定の個人の経済的負担となることのないよう ，各地でただちに金庫を設置する

こと ，さらに各地方委員会か中央委員会と連絡を保ち，活動報告を行うことか
　　　　１１）
求められた 。

　このよびかけが，ケムニッツ労働者教育協会結成の直接の契機とな った。設

　　　　　　　　　　　　　　　　（７３５）
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立さるべき協会の参考とするため，ケムニッツの労働者は，ライプツィヒの労

働者教育協会「前進」（Ｖ０・ｗａ・・）の規約を送付するよう中央委員会委員長 フ

ァールタイヒに求めた。すてに前年２月 ，ライフソィヒには「営業教育協会」

が結成されていたか，この協会内部の民主主義者が分離して ，１８６２年８月に結

成したのが「前進」てある。技術 ・営業 ・基礎教育のみを行おうとする目１」者に

対して，彼らは労働考の政治教育を重視し，教育協会を一種の政治団体に変え

ようとした。労働者会議召集のためのライプツィヒ 中央委員会のメノバーの大

半は，「前進」の指導者層と重な っている。ドイツカトリックの一員であり ，

当時靴屋を開業してまもないファールタイヒ（１８３９年生まれ），三月革命の闘士

であり ，その後活発な体操協会員 ・ラサール主義者となり ，そして１８６５年に葉

巻労働者の全国的労働組合を組織する葉巻労働者 フリッ チェ（Ｆ．Ｗ．Ｆ
・ｉｔ… ｈ・

，

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　１２）
１８２５年生まれ）などの名を，われわれはあげることができる 。

　もっとも同年１２月に発表されたケムニッツ労働者教育協会の規約草案は，政

治への関与を厳しく排除している。協会の目的は「労働者身分にとっ て有益な

すべての部門の知識を共同で学び，さらに余暇には，品性正しく ・ためになる

娯楽を楽しむこと」であり ，その際「宗派的 ・政治的な議論は許されない」。

このような規定は，当局による禁止を免れるための必要性によるところが大き

い。 ただし他方，階級としての労働者の解放より ，なお自身の生活の改善に労

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　１３）
働者の関心が集中していたことの表れとも言うことができるだろう 。ただし労

働者の政治的関心については，後にふたたぴ論じることにする 。

　１８６２年１２月２２日の集会で協会の規約が決議 ・採択された。規約は同月３１日に

市参事会の承認を得，これによっ てケムニヅソ 労働者教育協会か正式に発足し

た。 翌年１月１４日に市参事会に提出された名簿には，１６９人の協会員の氏名か

記されている。同年６月のＶＤＡＶ大会の時点で成員数は３００人。１８６５年夏に

はいったん５０人ほどに減少し，協会解散の噂さえ流れたが，その後成員数は回
　　　　　　　　　　　　　　　　１４）
復し ，１８６８年には１５４人を数えている 。

　ところで１８６３年１月の上の名簿によっ て， この時点での協会の成員１６９人の

うち６０人の職業を知ることができる（第１表）。 これによれば８０％以上のメ１／

　　　　　　　　　　　　　　　　（７３６）
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　　　　第１表　ケムニッツ労働者教育協会成員の職業構成

職　　　業 成員数
＊

％

錠前工（機械仕上工）
２１（１７） ３３ ．３

工場労働老
１８（１５） ２８ ．６

鍛冶工
６（５） ９． ２

指物工 ・旋盤工
５（４） ７． ９

繊維労働者 ４
６． ４

（織布工２ ，捺染工２）

機械製造工 ・組立工 ２
３． ２

機械操作工 ・鉄旋盤工 ２
３． ２

知識人 ・工場監督職員 ２
３． ２

（編集者１ ，紡績職長１）

　　　　　 ＊（　）内は工場（工場労働者の場合機械工場）で働いていたことの明らかな者

　　　　　資料Ｈｏｆ　　Ｓ２３ｆ

バーが金属労働者であり ，また工場で働く者が少なくとも過半数を占めている 。

協会の初代会長ウィソ ティヒか工場錠前工（機械仕上工）てあ ったことはすて

にふれた。また後に出された協会の加入勧誘広告には，「協会にはすべての業

種のすべての品行方正な労働者（錘柚裏岳土あゑ七左之）が加入しうる」（強調筆

者）と書かれている。協会の中心を成すのは機械工業労働者であ った 。

　協会成員の職業構成については，さらに小営業者かほとんと存在しないこと ，

また本来の手工業職人がわずかにすぎないことが注目される。この点について

は， ケムニツツの場合すでに手工業者協会が存在し，小営業者はあらかじめ

これに組織されていたことを顧慮せねはならない。　般には，特に南トイソ 等

工業発展の遅れた地域を中心に，多くの手工業職人 ・小親方層か労働者協会に

加わっていた。例えばオルデ ノブルク労働者教育協会の規約（１８６４年）は
，「当

地で働く手工業者」を協会による教育活動の対象としている。またマクデブル

ク労働者協会の規約（１８６３年）によれぱ，協会は「手工業老と労働者によっ て」

設立され走１プ ロイセソの手工業者 ・労働者協会等に関するある調査によれば ，

１８６４年末の時点で６２団体の成員１３，３２４人のうち，自営業者は６，１６９人，労働者

（Ａ・ｂｅｉｔｎｅｈｍｅ・）は６，１４４人，その他（教師 ・法律家 ・官吏等）が１ ，０１１人であ った 。

さらにこのうち３６の団体については，成員の職業構成をより詳しく知ることか

できる。それによれぱ９，２００人ほどの成員中，手工業職人４１
．５％，手工業親方

　　　　　　　　　　　　　　　　　（７３７）
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２８．２％，商人１０％，商店員５．７％，工場労働者 ・日雇２．７％，農民および農業労

働者２．３％，それ以外はすべて１％未満であ った。ただし以上の諸団体のうち

には「労働者協会」と見なしえないものも多数含まれており ，ＶＤＡＶに属す

る９つの団体のみを見れは，自営業者８１３人，その他１８１人に対し，労働者か
　　　　　　　　　　　　　　　１６）２，

３７４人と圧倒的多数を占めている 。

　特にトイソにおける工業発展の最先進地帯てあるサクセ：■では，ほとんとの

労働者協会で，工場ないしそれに類する作業場の労働者がとりわけ多くを数え

た， と言われる。例えぼライプツィヒの「前進」では，当市にあるバイエルノ

・バーンホフの機械工場の労働者が成員中の過半を占めている。またライプツ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　１７）
イヒ 中央委員会のメンバーの多くもこの工場の労働者であ った。上に見たケム

ニッツ労働者協会の成員構成は，ザクセンのこのような特色の一例をなすもの

と言ってよい 。

　もっともケムニッツ労働者協会に結集した工場労働者の大半は，熟練労働者

であったと考えられる。再び第１表に戻って協会成員の職業構成を見ると ，恐

らく不熟練の補助労働者と考えられる「工場労働者」に対して，錠前工（機械

仕上工）　鍛冶工なと手工業的執練を備えた労働者かかなりの優位を占めてい

る。 機械工業労働者が協会の中心勢力を成すという先の指摘に加えて，われわ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　１８）
れはさらに，まさにこのようなｒ手工業的工場執練労働者」か協会の中核を成

していたことを確認しておこう 。

　ところて労働者運動におけるｒ手工業者」的要素とｒ労働者」的要素の混在

は， 当時における「労働者」概念の理論的規定にも反映していた。ライプノィ

ヒ中央委員会の設置とともにその相談役とな ったＥ ．Ａ．ロスメスラー
（Ｒ・・ｍ・Ｂ１・・）は，彼が執筆した１８６２年１２月の中央委員会の綱領文書のなかて

，

親方層をも「労働者」（Ａ・ｂ・ｉｔ・・）のうちに含めている。彼によれぼ，一人の労

働者も雇わないきわめて多くの親方層は，「自分の労働でのみ生活する者」と

してまさに「労働者」に他ならず，「独立」か「非独立」かという区分は「労

働者」の概念規定として有効ではない。しかしこのような「労働者」の定義を

めく“っ ては中央委員会内部で対立が生じ，結局「非独立」の賃労働者にこれを

　　　　　　　　　　　　　　　　（７３８）
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限定するファールタイヒの意見が勝利を収めた。理論的にどれほど厳密かとい

う問題はさておき，ここにおける「階級概念」の導入は，労働者運動の新たな
　　　　　　　　　　１９）
段階の到来を告げている 。

　さて，上に職業構成を確認した６０人にさらに３人を加えたケムニソソ 労働老

教育協会の成員について，今度はその年令構成を見ておこう 。結果は１８－２９才

の者が３７人（５８．７％），３０－３９才が１２人（１９．１％），４０－４９才が９人（１４ ．３％），５０

才以上が１人（６．４％），不明が１人（１．６％）で，約５０％が既婚者であ った。見

られるように，比較的若い労働者が多数を占めている。他の労働者協会につい

て成員の年令構成が知られる例はわずかにすぎないが，例えぼライプツィヒの

「前進」では，１８６２年８月の時点で年令の判明する１０７人のメンバーのうち ，２０

－３０才が５１ ．４％，３０－４０才が３７．３８％，４０才以上が１１ ．２１％であ った。ここでも

３０才以下の層が成員の過半数を占めているが，ただしケムニッツと比べると３０

　　　　　　　　２０）
一４０才層の数が多い 。

　労働者協会成員の年令構成は，とりわけ三月革命期との人的連続性の問題を

考える上て重要てある。　般に三月革命期には，２０才から３０才まての比較的若

い層が労働者組織に加わった老の大半を占めていたと言われる 。１８６０年代にも

同様の事実を確認しうるとはいえ，年令構成は若干上にノフトしている。われ

われは，革命を経験した世代か再度運動に加わったことを，その理由の一つに
　　　　　　　　　　　２１）
あげることができるだろう 。１８４９年５月の労働者蜂起の時点で１７才だ った者は ，

１８６２年には３０才にな っている。そこで３０才以上を革命を自覚的に経験した世代

と考えれば，「前進」の場合その比率は４８．５９％に達している。ケムニッツの場

合若い労働者の比率がより高いが，それでも メンバーの３９．８％が革命を経験し

た世代に属することになる 。

　さらにケムニッツ労働者教育協会成員の何人かについては，革命期の活動を

実際に確認しうる。例えば木型製造工（機械工場の熟練工）Ｆ ．Ｗ．バーニッケル

（Ｂ・ｍｉ・ｋ・１）は，すでに三月革命期に「機械製造工協会」，「祖国協会」，「労働

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　２２）
者協会」，そして「般アソソィアソィオノ」の指導老の一人として活躍した 。

また工場旋盤工Ｒ．パーヒェ（Ｐ…ｈ・）は，１８４８年９月の暴動に加わり ，警察

　　　　　　　　　　　　　　　　（７３９）
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に検挙されている。彼は労働者教育協会規約の署名者の一人てあり ，従って協

会結成にあた って中心的役割を果たしたことが知られる。これら「革命の闘

士」を通じて，三月革命期の民主主義の精神か若い労働者に伝えられたと考え

て誤りはないだろう 。

　次に協会の実際の活動を見ておこう 。規約に示された通り ，活動の中心は何

よりも労働者の教育にあ った。１８６３年に労働者教育揚会で行われた講演の内容

を見ると ，ロンドソエ業博覧会，物理学，空気，解放戦争の歌手たち，スイス

の協同組合制度，執と力，鉄，ライプソィヒ体操祭，諸国民戦争記念祭，営業

裁判所，栄養素，コムという１２の演題が並んでいる。講演者とな ったのは技師 ，

教師，弁護士，体操協会員，新聞編集者等である。このような講演のタヘと並

んで，協会は筆記 ・算数 ・製図を教える日曜学校を開いた。同年７月の時点で

３０－４０人のクラスが２つあり ，毎週日曜１０時から１２時まで授業が行われた。後

には平日の夕方に授業が開かれることもあ った。ただし講演者および教師の確
　　　　　　　　　　　　２３）
保は容易ではなかったらしい。協会はその他に小さな図書室を設げ，杜交の夕

べを開き，また１８６３年末には消費協同組合も設立した。ただしこの協同組合に
　　　　　　　　　　　　　　　２４）
は， 当初２７人が加入したにすぎない 。

　教育等の非政治的活動への専念は，とくに１８６３年５月にヴィッ ティヒが会長

を退いてから一層顕著にな ったようてある。ウィヅ ティヒは当時，公開労働者

集会の指導者，機械製造工代表団の議長として労働者運動に積極的に関わ って

おり ，これが協会内で問題にな ったものと思われる。彼に代わったＧ ．Ｔ ．シ ュ

ウァルソェ（Ｓ・ｈｗ・・ｔ・・）は「トイソエ業新聞」の共同編集者てあり ，労働者教

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　２５）育協会に対するフル！ヨ ア自由主義老の影響か一層強まっ たと言ってよい 。

　ただしわれわれは，ケムニヅソの労働者の関心か教育等に限られず，協会の

規約が排除した政治問題にも及んでいたことを知っておく必要がある。この点

をまず，労働者教育協会にわずかに遅れて結成されたケムニッツ 進歩協会
（Ｃｈ・ｍｎ１ｔ… Ｆｏ・ｔ・・ｈ・１ｔｔ・ｖ…ｍ）の状況から確認しておこう

。

　１８６３年２月に結成された進歩協会は，労働者教育協会と異なり ，「公的諸問

題の議論」を目的に掲げる政治結杜であ った。ケムニッツのみならずライプツ

　　　　　　　　　　　　　　　　（７４０）
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イヒ などいくつかの地区で結成され，いわば国民協会の支店としてドイツ統一

運動，あるいは憲法紛争等の問題にとりくんだ。協会の会長とな ったのは先述

のレヴィッツァー であり ，他に国民協会の主要な メンバーがほとんどすべて加

わっ ている 。もっとも１８６３／６４年のデ ソマーク戦争が終わるとドイツ統一をめ

くる政治的興奮は過ぎ去り ，進歩協会は，国民協会ともども１８６５年半はにはほ

　　　　　　　　　　　　　２６）
とんど活動停止の状態に陥った。われわれにとっ て重要なのは，この進歩協会

にかなりの数の労働者か参加していたという事実てある 。

　まず成立時の進歩協会成員２７８人の職業構成を見れば，次の通りである。す

なわち商人 ・旅館（居酒屋）主人 ：６４人（２３．Ｏ％），労働者 ：３６人（１２
．９％），織

布親方 ＝２４人（８．６％），工場主 ：２３人（８．３％），靴屋親方 ＝２０人（７
．２％），編集

者　芸術家 ・書店主 ・教師 ・医師 ・弁護士 ＝１８人（６５％），技師　化学者　エ

ンジニァ＝１１人（４．Ｏ％），指物親方 ：１１人（４．Ｏ％），仕立親方 ＝１０人（３
．６％）

，

職長 ・監督＝８人（２．９％），その他の手工業親方 ＝２６人（９
．４％），商店員 ・商

品発送係　市職員＝９人（３２％），その他 ：１３人（４６％）。 全体として見れは

協会は，商人 ・手工業親方 ・工場主層，そして小プル知識人を中心とする自由

主義者　民主主義者の政治組織てあ ったと言える 。

　ただし協会の成員中，労働者も３６人とかなりの数を占めている。国民協会が ，

労働者のくりかえしの要請にもかかわらず会費の引き下げを拒んだのに対し ，

進歩協会の会費は労働者教育協会の会費とほぽ同額であり ，労働者にも開かれ

た組織とな っていた。この点を目１」提としたうえて，多くの労働者の加入は，政

治問題に対する彼らの関心の高さを示すものと言える。しかも進歩協会に加わ

った労働者の半数近く（１７人）が同時に労働者教育協会の成員でもあ った。上

の３６人の職業構成を示せぱ以下の通りである（か っこ内は同時に労働者教育協会

に加入する者の数）。 すなわち機械製造工 ：１１人（５），錠前工（機械仕上工）＝８

人（４），鉄旋盤工＝６人（３），工場鍛冶工＝４人（３），旋盤工＝３人（１） ，

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　２７）
銅鍛冶工＝１人（１），雑役労働者 ＝１人（Ｏ），やすり製造工＝１人（０）。 労

働者教育協会の中心を成す熟練の機械工業労働者が，政治的に最も積極的な労

働者集団であ ったことをわれわれは確認しうるだろう 。

　　　　　　　　　　　　　　　　（７４１）



　１０８　　　　　　　　　　立命館経済学（第４０巻 ・第５号）

　さらにわれわれは，労働者教育協会が，労働者の利害を代表する唯一の形態

とは見なされなくな っていたことに注意せねばならない。すでに１８６４年の半ば

には協会の影響力はかなり低下していた。労働者およびそれ以外の層の参加が

わずかである，と協会の指導部自身認めている。また同年８月には，市内の機

械工場ならびに鋳鉄所で働くすべての労働者の集会が，協会とは別個に召集さ

れた。集会のよぴかけ人とな ったのは，かつての労働者教育協会会長ウィヅ テ

ィヒである。同様の集会は対象をすべての労働考に拡大して９ ・１０月にも開催

され，特に疾病金庫 ・遍歴援助金庫の問題が議論された。これらの労働者集会

か政治集会となることはなかったか，しかし労働者は，いまや自由主義的名望
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　２８）
家層と離れた独自な動きを進めつつあ ったのである 。

　以上ケムニッツ労働者教育協会に関する検討をまとめれぼ，まずここに結集

した労働者の中心は，機械工業で働くｒ手工業的工場熟練工」であ った。協会

の目的は労働者の教育＝教養の獲得にあり ，教育を中心とする労働者の自助 ，

「市民」への向上というフルソヨ ア自由主義者の理念か，労働者のあいだても

なお支配的であ ったことが知られる。もっともこの両者の関係が完全に調和的

であ ったわけではない。進歩協会の結成は，労働者の運動が政治的に独立する

ことを阻み，これを自身の掌中にととめようとする自由主義的名望家層の試み

であ った，と解釈することも可能である。また労働者教育協会とは別個に，労

働者独自の組織活動も展開しつつあ った。さらに労働の現場に目を移せば，雇

主と労働者の対立は覆いがたい現実とな っていた。１８６２／６３年の工場規則導入

をめく“る機械工業労働者の闘争，そして彼らによる協同組合工場の設立はその

端的な現れである。以下われわれは，この過程を検討することにしよう 。

　　１）三月革命期におけるケムニッツの労働者運動については，拙稿「＜アソツィア

　　　 ソィオノ〉」，皿を参昭。なお以下の叙述は特に注記のない限り ，Ｅ 　Ｈｏｆｍａｍ ，

　　　Ｄｉｅ　Ｅｎｔｗｉｃｋ１ｕｎｇ　ｄｅｒ　Ａｒｂｅｉｔｅｒｂｅｗｅｇｍｇ　ｉｎ　Ｃｈｅｍｎｉｔｚ　ｚｗｉｓｃｈｅｎ１８６２ｍｄ１８６６
，

　　　Ｋ
ａｒｌ－Ｍａｒｘ－Ｓｔａｄｔ１９８２（Ｂｅ１ｔｒａｇｅ　ｚｕｒ　Ｈｅ１ｍａｔｇｅｓｃｈ１ｃｈｔｅ　ｖｏｎ　Ｋａｒ１－Ｍａｒｘ－Ｓｔａｄｔ・

　　　ＢＨＫ，Ｈｅｆｔ２５），Ｓ．１２－１８による 。

　　２）Ｂｅｒｌｃｈｔ　ｕｂｅｒ　ｄ１ｅ　ｆｍｆｚ１ｇｊａｈｎｇｅ　Ｗ １ｒｋｓａｍｋｅ１ｔ　ｄｅｓ　Ｈａｎｄｗｅｒｋｅｒｖｅｒｅｍｓ　ｍ

　　　Ｃｈｅｍｍｔｚ，Ｃｈｅｍｎ１ｔｚ１８７９，Ｓ１２－１５，３３，１５７ｆ ，１７３，１８８ｆ ，１９３

　　　　　　　　　　　　　　　　（７４２）
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３）当時民衆教育（Ｖｏｌｋｓｂ１１ｄｕｎｇ）は下層民のための教育と考えられ，他の階層

　の教育とは区別されていた。Ｂ止ｋｅｒ，Ｓ．３３

４）　この会議について，藤本建夫『ドイツ帝国財政の杜会史』時潮杜，１９８４年，第

　１章を参照 。

５）　Ｒ　Ｓｔｒａｕｓｓ，Ｄ１ｅ　Ｌａｇｅ　ｕｎｄ　ｄ１ｅ　Ｂｅｗｅｇｍｇ（１ｅｒ　Ｃｈｅｍｎ１ｔｚｅｒ　Ａｒｂｅ１ｔｅｒ　ｍ　ｄｅｒ　ｅｒ

　ｓｔｅｎ　Ｈａ１ｆｔｅ　ｄｅｓ１９Ｊａｈｒｈｕｎｄｅｒｔｓ，Ｂｅｒ１ｍ（０）１９６０，Ｓ１３４ｆ ，１３３ｆ ，３５ｆ

６）　Ｅｂｄ
．，

Ｓ． ２５１，３１０，３１３，３２１，３４１

７）ＷＣｏｎｚｅ／ＤＧｒｏｈ，Ｄ１ｅ Ａｒ
ｂｅ１ｔｅｒｂｅｗｅｇｕｎｇｍｄｅｒｎａｔｌｏｎａ１ｅｎ ＢｅｗｅｇｕｎｇＤ １ｅ

　ｄｅｕｔｓｃｈｅ　Ｓｏｚ１ａ１ｄｅｍｏｋｒａｔ１ｅ　ｖｏｒ，ｗａｈｒｅｎｄ　ｕｎｄ　ｎａｃｈ　ｄｅｒ　Ｒｅ１ｃｈｓｇｒｍｄｕｎｇ，Ｓｔｕｔｔ

　ｇａｒｔ１９６６，Ｓ．４４ｆ

８）ＷＪｕｓｔ，Ｄ １ｅ Ｓｔｅ１１ｕｎｇｄｅｒ Ｃｈｅｍｍｔｚｅｒ Ｂｏｕｒｇｅｏ１ｓ１ｅｚｕｒｎａｔ１ｏｎａ１ｓｔａａｔ１ｌｃｈｅｎ

　Ｅｍ１ｇｕｎｇ１８５９－１８６７，Ｄ１ｐ１ｏｍａｒｂｅ１ｔ　Ｐａｄａｇｏｇ１ｓｃｈｅ　Ｈｏｃｈｓｃｈｕ１ｅ　Ｄｒｅｓｄｅｎ１９７０，Ｓ

　４８ｆ

ｇ）Ｈｏｆｍａｍ　Ｓ４８ｆ

１０）以下の叙述は特に注記のないかぎり ，Ｅｂｄ ．，

Ｓ． １８－２１による
。

１１）Ｓ　Ｎ
ａ’ａｍａｎ（ｍｔｅｒ　Ｍ１ｔｗ１ｒｋｍｇ　ｖｏｎ　Ｈ －Ｐ　Ｈａｒｓｔｌｃｋ），Ｄ１ｅ　Ｋｏｎｓｔ１ｔｕ１ｅｍｇ　ｄｅｒ

　ｄｅｕｔｓｃｈｅｎ　Ａｒｂｅ１ｔｅｒｂｅｗｅｇｕｎｇ１８６２／６３Ｄａｒｓｔｅ１１ｕｎｇ　ｕｎｄ　Ｄｏｋｕｍｅｎｔａｔ１ｏｎ，Ａｓｓｅｎ

　１９７５，Ｄｏｋ．１１２

１２）Ｏｆｆｅｒｍａｍ，Ａｒｂｅ１ｔｅｒｂｅｗｅｇｕｎｇ，Ｓ３７４－３８０当時なお自由主義の枠内にあ った

　べ 一ベルは営業教育協会に属し，労働者会議召集の運動からも途中で離脱してい

　る 。

１３）政治 ・宗教問題の排除は，マクデブルク ・フライブルク ・マンハイムの労働者

　教育協会の規約にも明記されている 。Ｅｂｄ ．，

Ｓ． ５５０伍

１４）　Ｂ ｅｒｉｃｈｔｅ　ｄｅｒ　ＶＤＡＶ，Ｓ．６，１６４；Ａ１１ｇｅｍｅｉｎｅ　Ｄｅｕｔｓｃｈｅｒ　Ａｒｂｅｉｔｅｒ－Ｚｅｉｔｍｇ

　（Ｃｏｂｕｒｇｅｒ　Ａｒｂｅｉｔｅｒｚｅｉｔｕｎｇ ＝ＣＡＺ，ＮＤ　Ｌｅｉｐｚｉｇ１９７７），Ｎｒ． １４０，３．９．１８６５，Ｓ．７６１

　比較のために他の地区の組織の成員数をあげておく 。ベルリソ手工業者協会＝

　１０，１３５人（１８６１－６２年）。 ベルリン労働者協会＝２５０人（１８６４年）。エァフルト手

　工業者協会：５２６人（１８６２年）。マクデブルク労働者教育協会＝１ ，１８７人（１８６５年

　２月）。ハノーファー 労働考協会＝７５３人（１８６０－６１年）。 イェーファー 労働老協

　会＝１２０人（１８６４年）。 ホルシ ュタイソでは１５団体が２，０９２人の成員を擁する

　（１８６８年）。 ライプツィヒ 労働者協会「前進」１１１人（１８６２年８月）。ハーナウ労働

　者教育協会＝４２０人（１８６４年）。 ギーセソ労働者教育協会＝１３２人（１８６６→７年）。

　ハイデルベルク労働者教育協会：２８７人（１８６３年５月一６４年４月）。 カールスルー

　工労働者教育協会＝１９６人（１８６３年１０月）。 プフォルツハイム 労働者教育協会＝

　４６６人（１８６３年１０月）。 シュトゥットガルト労働者教育協会 ：６２２人（１８６３年）。 ウ

（７４３）
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ルム労働者教育協会 ＝８４人（１８６２年）。 Ｏｆｆｅｍａｍ　Ａ
ｒｂｅ１ｔｅｒｂｅｗｅｇｍｇ，Ｓ５２５ｆｆ

　Ｅｂｄ
．，

Ｓ． ５５０

　Ｂ辻ｋｅｒ，Ｓ．１４０ｆ．ただし個々の数値はビルカーの依拠した原資料，Ｇ．Ｆ

Ｂａｎｄｏｗ／Ｈ　Ｂｒａｍｅｒ，Ｄ１ｅ　Ｈａｎｄｗｅｒｋｅｒ一 Ａｒｂｅ１ｔｅｒ－ｕｎｄ　ａ
ｈｎ１１ｃｈｅｎ　ｖｅｒｅ１ｎｅ　ｍ

ＰｒｅｕＢ
ｅｎ，ｍ　

Ｄｅｒ　Ａｒｂｅ１ｔｅｒｆｒｅｍｄ４（１８６６），Ｓ７７－８１によっ て修正してある 。

　Ｏｆｆｅｒｍａｎｎ，Ａｒｂｅ１ｔｅｒｂｅｗｅｇｍｇ，Ｓ３０７ｆ ，３７７ｆ ，３９６

　　「手工業的工場熟練工」の概念について，拙稿「産業革命期」 ，３４９頁を参照 。

　Ｏｆｆｅｒｍａｎｎ，Ａｒｂｅ１ｔｅｒｂｅｗｅｇｕｎｇ，Ｓ３９８ｆ ，５５０ ，Ｎａ’ａｍａｎ，Ｋｏｎｓｔ１ｔｕｌｅｒｕｎｇ，Ｄｏｋ

１１６（Ｓ３６６ｆ） ，Ｄｅｒｓ ，Ｄｅｍｏｋｒａｔ１ｓｃｈｅ　ｍｄ　Ｓｏｚ１ａ１ｅ　Ｉｍｐｕ１ｓｅ　ｍ　ｄｅｒ　Ｆｒｕｈｇｅｓｃｈ１ｃｈｔｅ

ｄｅｒ　ｄｅｕｔｓｃｈｅｎ Ａｒｂｅ１ｔｅｒｂｅｗｅｇｍｇ　ｄｅｒＪａｈｒｅ１８６２／６３，Ｗ１ｅｓｂａｄｅｎ１９６９，Ｓ５６ｆ

　Ｏｆｆｅｒｍａｎｎ，Ａｒｂｅ１ｔｅｒｂｅｗｅｇｍｇ，Ｓ５４３

　Ｂ １ｒｋｅｒ　Ｓ１３９ｆ

　　これらの組織については，拙稿「＜アソツィアツィオン＞」 ，１５－１７頁を参照 。

　Ｖｇ１Ｎａ’ａｍａｎ，Ｋｏｎｓｔ１ｔｕ１ｅｒｍｇ，Ｄｏｋ４５ ，ＣＡＺ，Ｎｒ１４０．３９１８６５，Ｓ７６１

Ｈｏｆｍａｍ，Ｓ４０ｆ

　Ｅｂｄ
．，

Ｓ． ３７

　Ｅｂｄ．Ｓ ．４９

　数値の合計は３５人にしかならたいが，資料のままにしておく 。Ｅｂｄ ．，

Ｓ． ２７

　Ｅｂｄ ，Ｓ．４４ｆ
．，

５０

（７４４）


